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Abstract
The first Japanese translation from Grimm’s Fairy Tales for the general public （as distinct from transla-
tions in English textbooks） was ‘The Little Shepherd Boy’ （KHM152） in the magazine Rōmaji Zasshi in 
April 1886 （vol. 1, no. 11）, translated by Kin-Ichiro Katayama into Rōmaji （Roman letters used to represent 
Japanese words）. Another tale, ‘The Straw, the Coal and the Bean’ （KHM18）, was translated by Chusuke 
Imura in Rōmaji Zasshi in June 1887 （vol. 2, no. 25）. However, details about these translators （besides their 
names in Rōmaji）, their motivations, and the original source language （English or German） have been un-
known.
The present author has clarified these details. The German teachers Rudolf Rehmann and Kajō Nakayama 
motivated the translations, which were from the German, and the forensic medicine specialist Kuniyoshi Ka-
tayama （Kin-Ichiro’s brother） probably inspired their translation into Rōmaji. This paper established that 
several Rehmann Society members were engaged in translations of Grimm’s Fairy Tales. These new discov-
eries will contribute to the research on the reception of Grimm’s Fairy Tales in Japan.
1．序論
グリム童話が最初に日本語に訳されたのは，英語教科書の抄訳 1） 以外では，1886 年 4 月刊行の
『RŌMAJI  ZASSI』（1 冊 11 号）であるといわれている 2）．グリム童話 KHM1523）「牧童」が，「HITSUJIKAI 
NO WARABE」という題で KATAYAMA KIN-ICHIRŌ によってローマ字で訳されている．『RŌMAJI 
ZASSI』には 1887 年 6 月刊行の 2 冊 25 号にもう 1 話，KHM18「藁と炭とそら豆」が「MAME NO 



















2）KATAYAMA KIN-ICHIRŌ 訳「HITSUJIKAI NO WARABE」
KATAYAMA のローマ字訳は，原文にほぼ忠実な訳だが，次のような誤訳も散見する．「目に見えな
いくらい小さな点を数えられないくらい多く描いた」5）というところを「kami no omote wa uchiyogorete 
mirubyō mo arazu」6）と訳している．つまり「小さくて見えない」点を，「汚れて見えない」点と誤訳してい
るのである．さらに「この山に百年に 1 度小鳥が飛んできて」7）という表現を「Ito mo hisashiki inishie yori 
toshidoshi kono yama ni kitaru tori arite」8）と訳している．つまり，鳥が来るのは「百年に 1 度」なのに，「年
に 1 度」と誤訳しているのだ．しかし誤訳はこの 2 カ所だけで，あとは原文に忠実な訳である．なお，
この話の出典がグリム童話であることは，明記されていない．
3）KHM152「牧童」（Das Hirtenbüblein）について
この話は初版にはなく，第 2 版（1819）から 152 番に挿入されたもので，決定版（1857）までその番号で
収められている．ルードヴィッヒ・アウエルバッハー（Ludwich Auerbacher 1784-1847）がバイエルン地
方の「なぞなぞ笑話」（Rätselschwank）を書きとって，グリム兄弟に送ったものである 9）．アウエルバッハー
もこの話を自著『青少年のための小冊子』（Büchlein für die Jugend, 1834）に収めている．そこでは質問は，
1 つ目が空の星の数，2 つ目が海の水滴の数，3 つ目が古い木々の葉の数である．この話は類話が数多
く存在するが，最も古い出典はストリッカー（Stricker，筆名で姓なし）が僧侶の笑話を集めた『プファ
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2）IMURA CHŪSUKE訳「MAME NO HANASHI」
IMURA CHŪSUKE のローマ字訳は，直訳ではなく意訳であり，改変されたものだ．橋代わりにと寝
そべった藁の上を渡る炭が，「水音に怯えて立ち止まったので」，藁に火がつき，2 人ともおぼれてしま
うという原文の内容は 12），「”Ana osorosiki koto yona!” to iitsutsu noru ya inaya, wara wa omoki ni taekane 






3）KHM18「藁と炭とそら豆」（ Strohhalm, Kohl und Bohne）について
この話は手書き原稿である初稿では 5 番目に，初版からは決定版までは 18 番目に置かれている．カッ





3．「HITSUJIKAI NO WARABE」の訳者 KATAYAMA KIN-ICHIRŌについて
1）KATAYAMA KIN-ICHIRŌの漢字名とその経歴






英語版の人名事典“WHO’S WHO IN JAPAN”にその名前が掲載され，下記のように紹介されている．
Katayama, Kin-ichiro, Pres., Kyushu Seisakusho Co., Dir. and Chief Eng. of the Takai Steel Works; b. in 
1868 in Tokyo, brother of the following; studied elect. chemistry at the Imp. Tokyo Univ.; was in the 




英語で Takai と書かれているのは Tokai の間違いで，東海鋼業のことである．なぜなら，『大正人名辞
典』では，明治元年（1868）生まれの片山謹一郎は，「九州製作所，東海鋼業，日邦工業各取締役，工学
士」19）と紹介されているからである．また卒業は電気化学科ではなく，電気工学科である 20）．
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片山謹一郎がグリム童話の翻訳を発表したのは 1886 年 4 月である．4 月以前の彼の所属は第一高等
学校予備門 2 級であった．彼は 1886 年 9 月から 1887 年 3 月まで「第一高等学校」の「予科第一級（獨）一
之組」に所属している 23）．予科は上の学年に行くほど数字が小さくなるので，1 級は最終学年に当たる．
1884 年に 4 級に入学した彼は 24），1887 年に予科を卒業し，1888 年には「本科二部第一年一之組（工・理
科）第一外国語英語・第二外国語ドイツ語」に在籍するが 25），その後休学する．理由は不明である．
1890 年「本科二部第一年」に復学する 26）．1892 年に東京帝国大学電気工学科に入学するが，1 年生を 2
回繰り返し 27），1896 年に同学科を卒業する 28）．彼が帝大に入学したとき，13 歳年上の兄，片山国嘉は
法医学講座を担当する医学部の教授であった．国嘉も学費を兄の国棟（1871 年死亡）に出してもらって
いたので 29），謹一郎の学費も国嘉が出していたのであろう．ドイツ留学中（1884-1888 年）の国嘉の助教
授の給与は 3 分の 1 になり 30），経済的に厳しい状態が続いていた．1888 年 7 月本科に入学した謹一郎
が休学したのは，おそらく経済的な理由であろう．国嘉は 10 月末に帰国し，11 月に教授に任命される
が 31），留学後の片山家は経済的苦境から脱するのに時間がかかったようだ．弟の復学は 2 年後の 1890
年 7 月になる．
2）「MAME NO HANASHI」の訳者 IMURA CHŪSUKEの漢字名と経歴
IMURA CHŪSUKE とは，1906 年に新宿脳病院を設立した初代院長，井村忠介（1868-1927）のことで
ある 32）．忠介は井村家の養子である．井村家は千葉の佐倉藩倉奉行で元々財産家であった 33）．忠介は
1885 年 7 月に県立千葉医学校に入学したが，1888 年 9 月に同校が改組され第一高等中学校医学部となっ
たので 34），1889 年 7 月に卒業したのは，第一高等学校医学部である．彼は第一期生として卒業してい
る 35）．同年 9 月に帝国大学精神病学科に選科入学し 36），11 月に医籍登録する．12 月に法医学科選科に
も兼留入学して 37），1891 年 12 月に精神病学教室補助の職につく 38）．帝大には医局がなく，実際の研修
は巣鴨病院でしていたので，1892 年 2 月には巣鴨病院嘱託となり，1893 年 9 月に助手として入局する．
1898 年 10 月には国家医学講習会の精神病学講師になり，6 年間教える．1904 年に帝大を依願退職し，
1906 年に井村病院を創立する 39）．
彼は政治活動にも携わり，1920 年に東京府医師会議員に選出され，日本精神病協会幹事になり，
















片山国嘉（1855-1931）は静岡県の医師片山竜庵の次男で，1870 年に 16 歳で上京し，「大学東校（東京






去してしまう 48）．1879 年，国嘉は日本初の医学士の 1 人として東京大学医学部を卒業すると同時に，
外国人教授ティーゲル（Ernst Tiegel, 1849-1889）の生理学教室の助手になる 49）．ティーゲルの裁判医学講
義を通訳しているうちに，法医学に対する造詣が深くなり，1881 年に助教授になる 50）．ティーゲルや
ベルツ（Erwin von Bälz, 1849-1913）といったドイツ人教授から医学を学んだ国嘉は，ドイツ留学に憧れ，
1884 年に夢をかなえる．彼はベルリン大学で法医学をリーマン（Carl Liman, 1818-1891）に，精神医学を
ウェストファール（Carl Westphal, 1833-1890）に学ぶが，教え方に納得がいかず，オーストリアのウイー
ン大学に研究の拠点を移す．ホフマン（Eduard Ritter von Hofmann, 1875-1897）. の下で法医学を学び，よ










1886 年と 1887 年であった．1888 年にベルリンの写真館で撮影された 19 人の日本人医学者の記念写真
には，森林太郎（森鴎外）とともに，片山国嘉も写真に納まっている 56）．森鴎外の息子，森於菟がグリ
ム童話を 1902年から 1906年の間に 15話も訳しており 57），鴎外と国嘉は同時期に 4年間ドイツに留学し，
4 か月間同じ船に乗っていただけでなく，ベルリン大学留学中には「鴎外にとって，片山は気軽に訪ね
られる相手だった」58）としたら，グリム童話に関する情報も共有していたと思われる．


















1884 年 9 月から 1890 年まで東京大学予備門で教える．その間，彼は 1 年間ドイツに一時帰国したので，
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通算 5 年間予備門で教えたことになる 62）．彼の功績は日本初の『独和辞典』を 1873 年に，日本初の『和










ドイツ語を学びドイツの学問的知識を吸収しようとした．片山訳が掲載された 1886 年 4 月以前は，片
山は第一高等学校予備門 2 級の学生であった．井村訳が掲載された 1887 年 6 月以前は，井村は県立千
葉医学校の 2 年生であった．千葉医学校は 1887 年 7 月から改組されて第一高等中学校医学部になるが，
翻訳した当時は，彼は県立千葉医学校の学生であった．1885年から1887年までの千葉医学校の時間割は，
図書館にも医学部に保存されていない．それゆえ，1886 年から 1887 年の第一高等中学校のものを参考
にするしかない．そこではドイツ語はルドルフ・レーマン，寺田勇吉，高木計，吉田健次郎，山口小太












かに霞翁，西翁，柴明，四明など数多くの「号」（呼び名）を用いている 69）．1889 年から 1893 年の間に






理化学，鉱物学，植物学，製薬学など様々な学問を学んでから，1877 年 1 月から 1880 年まで原口隆造
についてドイツ語を学ぶ 74）．原口隆造は欧学舎（独逸学校）でルドルフ・レーマンからドイツ語を学ん
だ人である 75）．中川は 1879 年から京都の師範学校の助教としてドイツ語や化学を教えてから，1884 年
9 月から東京大学予備門御用掛教員となり，11 月には医学予備校嘱託になる．1885 年 9 月からは東京
大学予備門教諭に，1886 年 5 月には第一高等中学校教諭となったが，6 月には退職して，大阪で著述業
に従事し，その後，大阪朝日新聞や日出（京都）新聞の編集者になる．その後，京都市立美術工芸学校な
どで嘱託講師をしながら，巌谷小波らと交友を結び，文筆活動にも力を注いだのである 76）．彼は 1884
年 9 月から 1886 年 5 月まで，東京大学予備門や医学予備校でドイツ語や化学を教えている．つまり，














1887 年 9 月にグリム童話（KHM5）「狼と 7 匹の子山羊」の仕掛け絵本『八ツ山羊』を訳した統計学者，
呉文聰には 5 人の兄弟姉妹がいるが，男兄弟は末子の秀三のみである 79）．秀三が 15 歳のときに父親の
呉黄石が逝去したので，兄文聰が世帯主として，14 歳年下の秀三の面倒をみたのである 80）．





イテマン（Heinrich Leutemann, 1824-1905）のものであることが，最近の研究で明らかにされた 81）．ドイ




たのである 82）．『八ツ山羊』の出版は 1887 年 9 月であるから，1 年間でドイツ語を修得してドイツ語本
を訳したことになる．2 年後の 1889 年には，彼はワッペウス（Johann Eduard Wappäus, 1812-1879）の『統
計学論』（Einleitung in das Studium der Statistik）をドイツ語原書から翻訳している 83）．しかし，英語から
の重訳である可能性も皆無ではない．なぜなら，ロイテマンの挿絵が入った『ドイツの子どもの童話集』
ではこの話の題名は原典同様「狼と七匹の子山羊」となっているからである．『八ツ山羊』という題名の出
所が，使用された英訳本にあるのかもしれないので，1886 年までに出版された 7 種類の英訳本を調査
してみたが 84），子山羊の数を 8 匹と表示した本はなかった．この本は縮緬本の日本昔話シリーズで有
名な長谷川武次郎の弘文社から，西洋昔話第 1 号として出版されたもので，第 2 号にはアンデルセン童
話が予定されていた 85）．しかし，1 号が売れなかったので，2 号が出せなかったようだ．米が 1 升 7 銭













3 月 7 日にヘボン式を改良した「ローマ字会式綴字法」が決められ，4 月に『羅馬字にて日本語の書き方』
として発表される 90）．そして，ローマ字を普及する手段として『RŌMAJI ZASSI』第 1 冊 1 号が 6 月に発
行される．
片山謹一郎はその第 1 冊 11 号（1886 年 4 月 11 日），井村は第 2 冊 25 号（1887 年 6 月 10 日）の「子ども








レン（B.H. Chamberlain, 1850-1935）だけでなく，アメリカ人牧師ヘボン（James C. Hepburn, 1815-1911）や








上田は 1889 年にグリム童話 KHM5「狼と七匹の子山羊」を英語から重訳し，『おほかみ』という題名で
言文一致の仮名文字を使い，着物姿の動物の挿絵を入れた絵本を出している 95）．樋口勘次郎もまた会
















井村が『RŌMAJI ZASSI』に訳出したグリム童話 2 話は，英語訳からの重訳ではなく，ドイツ語からの直
訳であると判断することができる．井村訳より片山訳の方が原文に忠実な訳であるのは，両者のドイツ
語力が反映しているからであろう．予備門でのドイツ語教育はそれだけ水準が高かったのである．
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